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１．はじめに 

断面修復材と下地コンクリートとの付着性能は長

期に渡り安定していることが重要であるが，温湿度の

変化や日射の影響を受ける暴露環境下での耐久性に

関しては不明な点が多い．そこで，下地コンクリート

と断面修復材の長期的な付着強度を確認するため，環

境が異なる地域に 3 年間供試体を暴露し，付着強度を

測定した． 

２．実験方法 

2.1 使用材料 

実験に使用した断面修復材の配合及び物性を表-1

に示す．配合は，左官用の断面修復材を模擬し，膨

張材，石灰石微粉末，ビニロン繊維（繊維長 6mm），

収縮低減剤を添加したセメントモルタル系（H-0）と，

これにアクリル系ポリマーを結合材に対して 5％添

加したポリマーセメントモルタル系（H-A5）の 2 種

類とした．下地コンクリートは，表-2に示す配合及

び物性のものを使用した． 

2.2 供試体の作製 

付着強度試験用の供試体形状を図-1に示す．下地コ

ンクリートは，100×100×400mm 型枠を用いて高さ

88mm まで打設し，翌日に脱型後，20℃の水中で 14 日

間養生した．断面修復材を打継ぐ面の状態は写真-1に

示す 2 種類を設定した．洗出しは，打込み後，表面に

超遅延剤を塗布し，翌日に水で洗出して骨材を露出さ

せた．平滑は，JSCE-K 561「コンクリート構造物用断

面修復材の試験方法（案）」に準拠し，180 番研磨紙

で平滑に研磨した． 

断面修復材を打継ぐ前日に，下地コンクリートの打

継ぎ面にプライマー（PAE 系エマルション：固形分

15%，塗布量約 80g/m
2）を塗布し，自然乾燥させた．

打継ぎは，下地コンクリートを再び型枠内に戻し，厚

さ 12mm をコテ塗りで行った． 

2.3 付着強度試験 

暴露前の付着強度は，1 週間の湿布養生後，図-1の

ようにφ62mm で 5 箇所コアリングを行い，建研式接

着力試験器を使用して測定した．暴露供試体は，茨城

県つくば市と北海道千歳市に暴露し，暴露 1 年 1)，3

年経過後に同様の方法で付着強度を測定した．供試体

本数は，条件毎に 1 体とした． 

３．実験結果 

 付着強度試験結果を図-2～5に示す．まず，暴露前

の付着強度に着目すると，破断位置としてはほとんど

が打継ぎ界面であったが，付着強度は平均で 3.6N/mm
2

と十分大きかった．また，打継ぎ面の状態が洗出しと

平滑の条件で付着強度に差は無かった． 

次に，暴露前後の付着強度の変化を見ると，打継

ぎ面の状態が洗出しの場合（図-2，4），暴露による

 

 

 

 

 

 

 
図-1 付着強度試験用の供試体形状（単位：mm） 

 

 

 

 

 
写真-1 下地コンクリートの打継ぎ面の状態 

表-1 断面修復材の配合及び物性 

 
表-2 下地コンクリートの配合及び物性 
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付着強度の低下はほとんど見られなかった．これに

対して，平滑の場合（図-3，5），付着強度の低下が

見られた．暴露環境では，環境の変化にともない断

面修復材の表層と内部または断面修復材と下地コン

クリートに温湿度の差が生じる．これにより供試体

内部や打継ぎ界面にせん断力または引張力が作用す

る可能性が考えられる．平滑の場合，洗出しに比べ

て打継ぎ面の付着表面積が小さいことや打継ぎ面の

凹凸と断面修復材の噛み合いがほとんど無いため，

この応力に対する抵抗力が小さく，打継ぎ界面での

付着性能が低下したものと推測される．例えば，図

-5に示した H-0 の暴露 1 年後の結果を見ると，5 箇

所の試験結果の内，供試体端部に近い 1 及び 5 の試

験位置（図-1）で付着強度の低下が大きく，作用応

力の影響が大きかったことが推測される 2)． 

つくば市（図-3）と千歳市（図-5）を比較すると，

付着強度の低下は，千歳市に暴露した供試体で若干大

きかった．これは温度変化の差が関係しているものと

推測される．つくば市と千歳市の暴露開始 1 年目の 1

月と 8月の気温を表-3に示す．つくば市と千歳市では，

1 日の気温の差は同程度であったが，千歳市では冬期

に 0℃を下回る日が多く，より多くの凍結融解作用が

加わったものと想定される． 

断面修復材の配合の違いを比較すると，平滑の場合

（図-3，5），H-0 と H-A5 では，H-A5 の付着強度の

方がやや高かった．ポリマーを添加した H-A5 は，ポ

リマー粒子相互の融着，被膜化により細孔構造が緻密

化し，物質透過性が低下したことにより，H-0 に比べ

て打継ぎ界面に及ぼす悪影響が低減した可能性が考

えられる． 

４．まとめ 

暴露供試体の長期的な付着強度の低下には，下地

コンクリートの打継ぎ面の状態の違いが大きく影響

し，平滑の場合，付着強度は大幅に低下した．また，

寒冷地に暴露した場合や断面修復材にポリマーを添

加していない場合，付着強度の低下量が若干大きく

なる傾向が見られた． 
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表-3 つくば市と千歳市の気温（単位：℃） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-2 付着強度の変化（つくば市／洗出し）              図-3 付着強度の変化(つくば市／平滑)  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 付着強度の変化（千歳市／洗出し）                図-5 付着強度の変化(千歳市／平滑) 

1月 8月

最低 最高 差 最低 最高 差

つくば市 -3.7 8.9 12.3 22.7 32.6 9.9

千歳市 -16.7 -2.6 14.1 18.4 25.8 7.4
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